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はじめに 

 

  

東北には個性に富む12水系の一級河川が流れ、その流域に存在する多くの湖沼やため池等の水辺は、

東北でなじみのあるガン類やハクチョウ類をはじめとする、広域を移動する大型水鳥類等の中継地や越

冬地となっており、中にはラムサール条約湿地に登録された国際的に重要な水辺も含まれているなど、

豊かな自然が維持されています。 
 
その一方で、国内最大のガン類の越冬地を形成している宮城県の県北地域等では、飛来した個体が過

密状態にあることによる問題も懸念されています。さらに、東北全域を見据えた広域の生態系ネットワ

ークの形成の視点からは、東北への飛来が近年相次いでいるコウノトリが安定して生息できる環境整備

や、タンチョウの生息地分散行動計画（環境省策定）に基づく東北への越冬地の拡大も課題となってい

ます。また、東北の宝とも言えるこれらの生きものや豊かな自然は、流域に住む人々には身近で当たり

前の存在として映り、その価値や魅力を地域内外に十分に発信できていない面もあります。 
 
こうした課題への対応には広域の視点が重要であり、その推進力となる様々な主体による連携・協働

が欠かせません。近年、国土形成計画等の行政計画に基づき、持続可能な国土形成に資する取組みとし

て生態系ネットワークの推進が掲げられ、生態系のつながりや健全さを示す大型水鳥類等の生きものを

指標とした水辺の保全・再生や、それらを活かした観光や農業等の地域振興の取組みが、全国各地で多

様な主体の連携・協働により進められています。 
 
東北においても生態系ネットワーク形成の視点から、行政区域や分野を超えて多様な主体が連携・協

働する場として平成 29 年 12 月に「東北生態系ネットワーク推進協議会」（事務局：国土交通省東北地

方整備局）を設立し、東北全域を対象とした生態系ネットワークの形成に向けた検討が始まりました。 
 
本計画は、東北の自然の豊かさを象徴する大型水鳥類等の生きものを指標に掲げ、河川を基軸とした

豊かで健全な生態系による様々な自然の恵み、その価値や、それらの恵みを観光資源等として地域振興

に活用し、東北の魅力向上を図るための取組み方針等をまとめたものです。 
 
 

平成 30 年 11 月 
東北生態系ネットワーク推進協議会 
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日本列島は南北に細長く、中心に連なる山々と、そこから流れ出る河川によって多様な地形が形成さ

れています。自然もまた多様性に富み、その中に多くの生きものが生きています。私たちの生活は、こ

れらの自然が健全な状態にあることで得られる食料や水、燃料等の様々な恵みに支えられています。 

しかし近年、人口の増加や産業の近代化等の社会情勢の変化により、自然との関係も大きく変わりま

した。科学技術の進歩に支えられて私達の生活はより便利で快適なものになりましたが、その一方で、

身近にあった自然や生きものたちが次々に姿を消しつつあります。こうした状況のなか、自然の恵みに

支えられた持続可能な生活を再び取り戻すためには、これまで各地域で行われてきた様々な主体による

取組みをさらに一歩進め、地域の自然とそこに生息・生育する生きものの関係をつなぐ「生態系ネット

ワーク」の取組みが重要とされています。 

 

 

1－1 生態系とは 

自然は、水、大気、土、太陽光・地熱、野生の生きもの

の 5 つの要素が複雑に関係し合う過程で生み出される物

資の循環や、エネルギーの流れから成り立っています。こ

れらの要素のつながりを生態系といいます。 

この 5つの要素のうち、野生の生きものは他の 4つの要

素が正常に機能していなくては生きていくことができま

せん。そのため、野生の生きものの存在は、生態系全体の

健全さを示す「ものさし」といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

1－2 生態系ネットワークとは 

生態系ネットワークとは、生物多様性が保たれた国土を実現するために、保全すべき自然、優れた自

然環境や自然条件を有している地域を核として、これらを有機的につなぐ取組みです。 

ネットワークには、地理的に自然が連続しているもの以外に、広域に点在する自然を飛び交い利用す

る渡り鳥の飛来地のように、生きものの生態から見た自然の連続性も含まれます。 

なかでも河川は、森林や農地、都市を海に至るまで連続した空間として結びつける重要な基軸である

と同時に、河川自体にも重要な自然が残される貴重な空間といえます。  

第 1 章 生態系ネットワークについて 

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課（2004 年） 
「人と自然との美しい共生 エコロジカル・ネットワーク」 

 

健全な生態系のイメージ 

高次消費者 
（猛禽類や肉食性のほ乳類） 

消費者 
（動物たち） 

分解者 
（土壌生物） 

生産者 
（植物） 
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生態系ネットワークの形成により地域が活性化されるイメージ 

 

1－3 生態系ネットワークの形成により期待されること 

これまでの河川整備の取組み「多自然川づくり※」から、河川を基軸とした生態系ネットワークの形

成へと取組みの視点を流域へ拡大し、農地や緑地等における環境保全の取組みや市町村・NPO・企業・

学校等の多様な主体と連携・協働して取組みを行うことで、地域の自然をより豊かにするだけでなく、

農産物品の環境ブランド化や地域の自然や歴史、文化を活かした観光の推進、環境学習や地域への愛着

の醸成等によって地域の活性化につながることが期待されます。 

 

※多自然川づくり  

河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁

殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

川の中での取組み 
＜河川管理者＞ 

堤内地での取組み 
＜自治体・農業関係者・ 
ＮＰＯ・学校・企業など＞ 

期待される効果 

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課（2017 年） 
「川からはじまる川から広がる 魅力ある地域づくり －河川を基軸とした生態系ネットワークの形成－」 
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2-1 目的 

東北の河川流域の多様な主体と連携・協働のもと、健全な生態系のシンボルとして大型水鳥類等の生

きものを指標とする、河川を基軸とした生態系ネットワークの形成を通じて良好な水辺の保全・再生を

進め、それらを活かした地域の魅力向上や持続可能な地域の実現を図ることを目的とします。 

 

2-2 対象区域 

この計画は、国直轄一級河川（全 12 水系）の流域を主とする東北全域を対象とします。 

・東北全域：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 
・東北の国直轄一級河川：岩木川、高瀬川、馬淵川、北上川、鳴瀬川、名取川、阿武隈川、米代川、 

雄物川、子吉川、最上川、赤川（計 12水系） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の対象区域（国直轄 12 水系の位置と流域界） 

第 2 章 計画の位置づけ等 
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2-3 本計画の位置付け 

本計画は、国の関係省庁（国土交通省、環境省、農林水産省）が策定した、生態系ネットワーク形成

に関する計画※との整合を図りつつ、東北地方の自然環境や社会環境の特性を踏まえた、河川を基軸と

した生態系ネットワークの形成及び推進方策を長期的視点から取りまとめた計画として位置付けます。 

生態系ネットワーク形成の取組みの根拠となる法律はまだ整備されていませんが、国土形成や、国土

レベルでの生物多様性の保全を具体化する手法や考え方として、関係省庁の所管する諸計画の中で位置

付けられています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

策定・所管 策定時期 計画等の名称 生態系ネットワーク形成に言及した箇所

生物多様性条約締
約国会議（日本政
府も参画）

2010年

愛知目標
※愛知県名古屋市で開催された
「生物多様性条約第10回締約国
会議」において採択された、生
物多様性の保全と持続的な利活
用に関する国際的な計画。

目標11※

2020年までに、少なくとも陸域及び内陸水域の17％、また沿岸域及び海域の
10％、特に、生物多様性と生態系サービスに特別に重要な地域が、効果的、
衡平に管理され、かつ生態学的に代表的な良く連結された保護地域システム
やその他の効果的な地域をベースとする手段を通じて保全され、また、より
広域の陸上景観や海洋景観に統合される。

※20項目ある目標のうちの1つ

2014年
国土のグランドデザイン2050
～対流促進型国土の形成～

森林、農地、都市内緑地・水辺、河川、海等を有機的につなぐエコロジカル
ネットワーク（生態系ネットワーク）の形成を図る

［掲載箇所］別添 具体的推進方策例（11）環境共生都市の構築（P.42）

国土形成計画

将来にわたり保全すべき自然環境や優れた自然条件を有している地域を核と
して、自然環境の保全・再生を進め、森、里、川、海の連環による生態系
ネットワークの形成を推進する。

［掲載箇所］第3章 第2節 安全・安心と経済成長を支える国土の管理と国土
基盤（P.43）

第4次社会資本整備重点計画

自然環境が有する多様な機能を積極的に活用する「グリーンインフラ」の取
組や生態系ネットワークの形成など、美しい景観や良好な環境形成等の取
組、温室効果ガス排出量の削減や気候変動の影響への適応による地球温暖化
対策の推進など、環境・エネルギー等の面から、生活の質の向上に寄与する
取組を強化する。

［掲載箇所］第２節　持続可能な社会資本整備に向けた基本方針の確立
（２）機能性・生産性を高める戦略的インフラマネジメントの重点化方
（P.16）

環境省 2012年 生物多様性国家戦略2012-2020

○ 生態系ネットワークの形成を促進するため、生態系ネットワークの考え
方、計画手法、実現手法等についての情報提供、普及啓発に努めるととも
に、既存の施策や事業の効果について評価・検証を行います。（国土交通
省、農林水産省、環境省）
○ 広域圏レベルなどにおいて具体的に生態系ネットワークの形成を進めて
いくことが重要であることから、関係省庁の緊密な連携のもと、現状の把握
をはじめ、その実施に向けた方策を検討します。（環境省、農林水産省、国
土交通省）

［掲載箇所］第３部 生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する行動計
画  第１章 国土空間的施策（P.119）

農林水産省 2012年 農林水産省生物多様性戦略

森林から海まで河川を通じた生態系のつながりのみならず、河川から水田、
水路、ため池、集落等を途切れなく結ぶ水と生態系のネットワークとして
「水の回廊」の整備を行うなど、地域全体を視野において、地域固有の生態
系に即した保全対象種を設定し、保全対象種の生活史・移動経路に着目・配
慮した基盤整備を、地域住民の理解・参画を得ながら計画的に推進するとと
もに、生物多様性に一層配慮した生産や維持管理活動を支援する。

［掲載箇所］第３部 生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する行動計
画　Ⅳ.地域別の生物多様性保全の取組（P.8）

国土交通省

2015年

※生態系ネットワークの形成を位置づけた国等の主な計画 
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河川は、森林や農地、都市等の多様な環境を海に至るまで連続した空間として結びつける重要な基軸

であると同時に、河川自体にも重要な自然が残される貴重な空間です。東北全域を対象とする、河川を

基軸とした生態系ネットワークの形成に向け、その基盤となる流域の自然の現状と、人と自然（水辺）

との関わりについての概要を以下に整理します。 

 

3-1 東北の河川流域の現状 

（1）自然環境の現状 ― 流域の水辺の姿 ― 

東北地方は、日本の国土の約 2割を占める広大な面積を有し、南北に 3列の急峻な山脈・山地が併走

するなど、起伏に富んだ地形が見られます。面積の約 7割が森林であり、日本三大美林に数えられる青

森ヒバ、秋田スギの産地を擁するほか、十和田八幡平、磐梯朝日、三陸復興、尾瀬の各国立公園をはじ

めとする良好で美しい自然にも恵まれています。また、東に太平洋、西に日本海を臨み、太平洋側は三

陸海岸に代表される海食崖とリアス海岸が、日本海側は秋田平野や庄内平野に沿って発達した海岸砂丘

等、変化に富む美しい海岸線に囲まれており、水産資源も豊富な地域です。 

 

1）流域の多様な自然をつないで流下する直轄 12 水系 

東北には、全国的にも著名な北上川や最上川、阿武隈川等の大河川をはじめ、豊かな自然環境を有

する大小様々な河川が流れています。また、南北を貫く奥羽山脈を中心に、東には北上高地や阿武隈

高地、西には白神山地や出羽山地が連なり、豊かな森林地帯を形成しています。 

河川沿いに広がる低平地では、湿地環境を活かして古くから水稲栽培が行われ、現在ではわが国有

数の穀倉地帯を形成しています。河岸にはオニグルミやヤナギ類等が分布し、水域には海と川を行き

来する回遊魚のアユやサケ等が生息しています。また、十三湖や小川原湖のように、ヤマトシジミ等

が生息する汽水域を有し、国内有数の内水面漁場となっている河川もあります。 

このように、東北の河川の多くは流域の大部分を山間部が占め、盆地や平野部の多様な自然環境を

貫流することから、それらの多様な自然環境を利用する多様な動植物の生息・生育を支える空間とな

っています。 

 

2）多様な生きものの命を育む流域の水辺 

各河川やその流域にある水田、ため池、湖沼等の水域は、東北らしい景観を形づくるとともに、生

きものの生息・生育空間として多くの命を育んでいます。北上川、鳴瀬川、最上川等の流域では、ガ

ン類やハクチョウ類等の渡り鳥が群れで飛来する様子を身近に見ることができます。北上川や岩木川

の下流には、全国的にも有数のヨシ原が続いており、湿地に依存する鳥類やトンボ類等の多様な生き

ものが生息・生育しています。 

なかでも、世界自然遺産として登録された白神山地をはじめ、ユネスコエコパーク※に登録された

只見、ラムサール条約湿地に登録された仏沼、伊豆沼・内沼、蕪栗沼・周辺水田、化女沼、大山上池・

下池、尾瀬は、世界的に見ても貴重な自然を有する地域となっています。また、ラムサール条約湿地

第 3 章 東北の河川流域の現状と課題 
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2 ヶ所（蕪栗沼・周辺水田、化女沼）を含む大崎耕土が、平成 29 年 11 月にＦＡＯ（国連食糧農業機

関）の世界農業遺産に認定されました。 

  ※ユネスコエコパーク 
生態系の保全と持続可能な利活用の調和を目的とした地域をユネスコが登録。ユネスコエコパークの登録件数は、現在 122 か国

686 件（2018 年 7 月現在）となっており、日本の登録件数は 9件。 
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(2）社会環境の現状 ―人と水辺の関わり― 

近年の価値観の多様化や余暇時間の増大に伴って、衣食住のあり方や生活様式の多様化が進み、エコ

ツーリズムやグリーンツーリズム等に代表される体験・学習型観光の増加等、農山漁村に対する若者や

都市居住者の意識の高まりが見られます。東北には、広大な土地と豊かな自然環境に恵まれ、農地とそ

の周辺の山や河川等の自然や地形、集落が調和した美しい農村風景が数多く残っています。 

 

1）ふるさとの原風景が身近に見られる 

春は一斉に咲く花々に彩られた野山、夏は河川の背後に連なる山並みの深緑、秋は収穫を迎えた金

色の穀倉地帯や紅葉に包まれた山並み、冬は一面の銀世界が広がるなど、東北の流域では、自然が織

りなす四季折々の彩りの変化を感じることができます。 

 仙台平野や胆沢平野等では、居久根（いぐね）と呼ばれる屋敷林が点在し、広大な水田に緑の島が

浮かんでいるような風景が見られます。また、古くから稲作が盛んな東北では、ため池が重要な農業

用水として利用されており、水田や居久根などと一体となって農村のたたずまいを形成しています。

特に宮城県大崎市を中心とする大崎耕土は、ため池や用排水路を用いた巧みな水管理等が評価され、

平成 29 年 11 月に国連食糧農業機関の世界農業遺産に認定されました。 

 東北の原風景ともいえるこれらの風景の多くは、農林水産業をはじめとする地域の人々の生産活動

や、日々の生活とのかかわりの中で長い時間をかけて育まれたものです。先人が育んできたこれらの

地域資源を保全しつつ、教育や観光に利用しながら地域の持続的な経済発展を目指すエコツーリズム

やジオパークの取組みも東北各地で行われています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2）流域の暮らしを支えた河川と舟運 

近世以降になると、新田の開墾や水利技術の進歩等により水稲の栽培が盛んになるとともに、江戸

や京都へ米や木綿、塩、木材等が運ばれ交易が拡大しました。特に米は、北上川や最上川等の舟運（東

廻り航路、西廻り航路）の発達による積み出し量の増加とともに、わが国の経済を左右する食料供給

地域として重要な役割を担うようになり、明治時代以降は、大規模な開墾や主要河川の改修工事によ

って農業地帯としての基盤の整備が進みました。 

 江戸時代から大正時代頃にかけて、北上川等を行き来した大型帆船の「ひらた船」や、最上川で多

く利用された「小鵜飼船」は、現存するものや復元したものを流域や各施設で見学することができま

す。また雄物川の角間川地区や最上川の大石田地区等では、当時の河岸の景観が保存・復元され、か

つて舟運で栄えた街並みや歴史を後世に伝えています。舟運により東北の流域の暮らしを支えてきた

河川は、歴史資産としての価値も有しているといえます。  

東北の農村のたたずまいが感じられる要素の一例 

 

 

ため池 
（青森県弘前市） 

稲の棒掛け 
（宮城県登米市） 

居久根（屋敷林） 
（宮城県大崎市） 

果樹園（リンゴ園） 

（青森県弘前市） 
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3-2 東北の河川流域の課題 

（1）自然環境の課題 

東北の河川流域では、明治時代以降に大規模に進んだ河川改修や、戦後の人口増加による食糧確保等

を目的とした干拓事業等により、広大な湿地の縮小・消失、河川や池沼の水際の自然の消失、上下流方

向の生きものの移動経路を分断する落差の発生等が見られます。豊かに見える流域の自然ですが、水辺

に生息・生育する生きものの視点から見ると、すみかとなる水辺の減少や水辺のつながりが損なわれる

などの課題もあります。 

 

1）生きもののすみかとなる水辺の減少 

①湿地の減少 

かつて東北の各河川流域の低地には池沼やヨシ原のある湿地が広がっていましたが、明治時代以降

に各河川の流域で急速に土地改良事業が進められた結果、湿地の多くが水田に姿を変えました。残さ

れた湿地も、新たな土地改良による水田整備や人口増加に伴う市街地の拡大による埋め立て等によっ

て縮小・消失が進みました。結果として、明治時代以降の約 100 年間で東北地方の湿地面積は各県平

均で約 5割減少し、湿地をすみかとする植物や昆虫、魚類等の多くの生きものが減少しました。 

②水際の自然の減少 

近年においては、多自然川づくりとして、動植物に配慮した川づくりを進めていますが、1950 年代

半ばに始まった高度経済成長期以降の治水事業は、早く安全に洪水を海に流すために、河道の直線化

やコンクリート護岸を主体に行われてきました。そのため、水際への護岸整備や河道の拡幅等により、

魚類や水生昆虫等の生息・生育環境である陸域と水域をつなぐ水際の植生の減少・消失を招いてきた

側面があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2）生きものの分布の変化 

①湿地の減少に伴う野生生物の分布の変化 ―過密状態にあるガン類の越冬地― 

東北地方では身近に見られ、なじみの深いガン類やハクチョウ類等の大型水鳥類ですが、都市的な

開発等によって、ねぐらとして安心して利用できる水面や採食場が減少したため、伊豆沼や蕪栗沼等

生きもののすみかの減少や、移動経路に支障が見られる例 

 

護岸により水際の自然が
失われた例 

堰の設置により魚類等の遡
上が困難な落差が生じた例 
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江戸時代におけるタンチョウの主な確認記録 

 

 現在のタンチョウの主な確認記録 

 

のごく限られた水辺に多数の個体が集中し、過密な状態にあります。 

狩猟の規制や鳥獣保護区の設定等の生息地の保全や、増殖事業による保護対策等により、近年ガン

類は多くの種で個体数が増加傾向にあります。特にマガンは国内に飛来する個体の約 9 割が宮城県の

県北地域（伊豆沼・内沼、蕪栗沼、化女沼やその周辺地域の水田）に集中しています。 

  

②水辺の生物多様性の低下に伴う上位種の生きもの分布の変化 

治水や利水目的で整備された堰等の横断構造物は、サケやアユ等の海と川を行き来するための魚道

が設置されており、魚類が遡上・降下できる環境の再生が行われていますが、河川と用排水路の接続

部分や用排水路と水田の接続部分の落差等が依然として残されているため、小河川や用排水路を生息

域とするメダカ類やドジョウ、フナ類等の移動経路が分断されることで、限られた範囲でしか生息で

きない状況になっているケースもあります。結果として、水辺が豊富にあるように見えても、魚類等

の水生生物の移動が限定され、生きものの多様性が低い水辺になっている可能性があります。 

そのため、かつて東北地方ではツル類やコウノトリが身近に生息していたとの記録が残されていま

すが、近年は、散発的にコウノトリやタンチョウ等が飛来するものの、長期間滞在するケースはあま

りないことから、これらの生きものの長期滞在を支える採食資源が各河川の流域ではまだ十分でない

と考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

※濃い茶色が塗られた都道府県は、古文書に当該種の

捕獲等の記録があることを表しています。 
 
出典：久井貴世(2016年)「江戸時代におけるツルの生息実態 

および人との関わり」（平成27年度北海道大学大学院 
文学研究科博士論文）より一部改変 

※一部の赤丸は 2008 年以降に確認された記録（飛来し

た市町村の役場の所在地を示したもので、正確な飛

来位置を示したものではありません）。 

 

出典：秋田タンチョウ友の会「タンチョウ出現情報一覧表」等

の確認情報をもとに作成 
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東北地方に侵入している特定外来生物の例 

 

 

③外来生物の分布の拡大 ―地域の在来種の生息・生育環境の縮小― 

日本では現在数多くの外来種の生息・生育が確認されており、東北地方の各地においても、アライ

グマ、ウシガエル、オオクチバスやオオキンケイギク等の特定外来生物※が侵入しています。農作物

への被害や内水面漁業における漁獲高の減少等の一次産業へ与える悪影響のほか、地域の生態系への

悪影響が生じることが懸念されています。また、外来生物が侵入している状態が放置されると、さら

なる悪影響が懸念されるだけでなく、分布が周辺地域に拡大する恐れがあることから、防除等の積極

的な対策が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）社会環境の課題 

東北には豊かな自然や四季折々の美しい景観、様々な生きものの存在を身近に見ることができますが、

あまりにも身近で当たり前のものとして、その存在が地域内外で十分に知られていなかったり、存在や

魅力を発信する機会が限られている面があります。多様な主体との連携・協働による豊かな自然を活か

した取組みを各流域で進める上で、身近な自然や生きものの存在や魅力についての取組みの参画主体間

の共有・発信が課題となっています。 

1）東北の豊かな自然の存在や魅力の発信力不足 

四季折々の変化に富んだ自然や生きものの存在を身近に感じることができる東北地方ですが、それ

らについての情報発信が十分でなかったり、個別に行われており、流域やさらに広い範囲からみた東

北地方の魅力としてまとまった形で情報が発信される機会が少ない課題あります。そのため、北海道

や関東等の隣接する圏域と比べて、外国人観光客を含む多くの人々に東北の自然や生きものの存在や

魅力が十分に知られていない課題があります。 

2）農山漁村の担い手の高齢化・減少、荒廃化  

東北地方は全国で最も急速に人口減少・高齢化が進展すると予測され、一部地域では既に深刻な問

題として顕在化しつつあります。 

生産年齢人口の減少とともに高齢化も著しく進行しており、特に、中山間地域や沿岸部地域におけ

る一層の過疎化・高齢化の進行が見込まれており、高齢者単身世帯の増加や集落機能の維持が難しく

なるなどの課題の他、水田・畑・果樹園等の農地や山林の放棄が増加することで産業基盤を失った農

林漁業のさらなる衰退を引き起こすなどの問題を抱えています。  

オオキンケイギク オオクチバス アライグマ 

※特定外来生物 
明治時代以降に海外から入ってきた外来生物のうち、生態系、人の生命・身体、農林水産業に悪影響を与えるもの、与え

るおそれのある外来生物が指定される。特定外来生物は、飼養、栽培、保管、運搬、輸入等について規制を行うとともに、

必要に応じて国や自治体が野外等の外来生物の防除を行う。 
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川から広げる、自然のめぐみを活かした人と生きものに選ばれる地域の実現 

－ みちのくの川が育む、いのちの輪 － 

 

 

生態系ネットワークの基盤となる水辺の保全・再生 

河川を基軸とした生態系ネットワークの形成の基盤となる、人と多様な生きものが共存する

水辺の保全・再生に取り組みます。 

 

良好な水辺を活かした流域の魅力・価値の向上 

河川や池沼、水田等の流域の水辺が有する魅力や、それらの水辺がもたらす自然の恵みの価

値を流域内外で共有し、水辺を持続的に活かすことのできる、その流域ならではの「人の営み

（産業、教育、文化等）」を具体化し、流域全域の魅力向上を図ります。 

 

 

 

4-1 基本理念 

東北の河川流域の多様な主体との連携・協働のもと、健全な生態系のシンボルとしての大型水鳥類等

の生きものを指標とした広域の生態系ネットワークを形成し、健全な生態系が維持されていることでも

たらされる様々な自然の恵みを活かした地域振興の取組みを通じて、東北の魅力向上を図ります。 

 

 

 

 

4-2 基本方針 

東北の河川流域の現況を踏まえて、各河川の流域における多様な主体との連携・協働による水辺の保

全・再生と、良好な水辺を活かした地域振興の取組みを進め、東北全体の魅力向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 4 章 基本理念と基本方針 

基本方針 1 

基本方針 2 
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河川を基軸とした生態系ネットワークの具体的な取組みを進める上で、取組みに参画する多様な主体

が目標を共有するためのシンボルとして指標種を設定することが重要となります。 

また、各主体の得意な分野を活かして目標達成に向けた取組みの役割分担や事業の進捗と成否を判断

するためにも、河川を主要な生息環境とする生物を指標に掲げることが有用です。 

指標種は、生態系ネットワークの検討範囲（空間スケール）によって、行動圏の広い種から狭い種ま

で段階的に設定されることが一般的です。例えば、地球規模や全国規模あるいは複数の都府県にまたが

る広域圏や河川の流域全体を検討範囲とする場合は、季節的な移動をする鳥類や日常の行動範囲が10km

以上に及ぶ生物が指標種に適しています。一方、行動圏が数km以下の生物は、特定の地区の保全・再生

などの指標種に適しています。以下に指標種設定の観点（選定基準）を示します。 

 

5-1 指標種設定の観点 

対象地域の環境条件を把握する上で、他地域の生態系ネットワークに関する事例や環境影響評価の技

術指針等を参考に、以下の 5 つの観点から指標種を設定することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 5 章 生態系ネットワーク形成に関する指標の設定 

指標性 ヨシ原や砂礫河原、湖沼、湧水、水田等のように特定の環境の存在を示す種。生態的指標種。 

象徴性 多くの人々の共感が得られ事業のシンボルとなる種。名前が知られている種、姿形が美しいなど

目立ちやすい種、興味深い習性がある種、昔話や地域の伝説に登場するなどの種。 

移動性 季節移動（渡り鳥）や成長段階での移動（回遊魚等）が顕著な種。 

上位性 猛禽類や肉食性哺乳類等のように食物連鎖の上位に位置し、食物となる多くの生物とそれらの生

息空間の広がりを表す種。 

希少性 レッドリストに掲載されるなど、絶滅のおそれがあるため保護の優先度が高い種。 

広域の生態系ネットワーク形成の指標種に求められる観点 

■ 流域の豊かな水辺環境の広がりを表す 
良好な水辺環境を広範囲に移動することで、流域あるいは流

域を越えた東北全域において、地域に生物資源が豊富な環境

（河川、農地、水路、雑木林、森林、湿地等）が複合的に存在

することを示す。 

■ 流域の豊かな水辺環境の存在を示す 

水辺環境において多様な生物が生息する環境を象徴するこ

と。地域に多様な生物が生息できる環境があることは、人間に

とっても安心・安全な環境があることを意味する。 

■ シンボル性が高く受け入れられやすい 

生きものに特別な興味をもたない一般の人々の目にもとま

りやすく、国民の関心や支持が集まり、環境面のみならず農

業・環境・商工等への波及効果、多面的な地域づくりへの効果

等が期待できること。 

出典：内藤和明・大迫義人・池田啓(2003) 

「豊岡盆地に飛来したコウノトリの 

行動範囲と利用環境」 
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5-2 検討スケールに応じた指標種の設定 

河川を基軸とした生態系ネットワークの形成推進にあたり、検討の範囲（空間スケール）に応じて、

東北全域や流域の広い範囲を行動範囲とする広域の指標種と、各流域の特定の環境を指標する行動範囲

の狭い指標種の２タイプを設定することが、生態系ネットワークの形成と流域での多様な事業展開に効

果的です。 

 

(1）広域を対象とする指標種 

複数の流域に跨がる東北全域及び各流域の広い範囲を検討対象とする場合は、渡り鳥であり広い行

動圏をもつ大型水鳥等が指標種に適しています。大型水鳥類等は、渡り時期に流域を越えて移動し、

流域に定着した際には河川や水田をはじめとした多様な環境を移動しながら広範囲に利用する生き

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

(2）地域性に着目した指標種 

各流域においては、地域の特有な環境に着目した指標種の設定も必要となります。河川の上・中・

下流や支川・水路・水田・池沼等の流域内の様々な水域の存在やそれらのつながりや面的な広がりが、

その生息域を支えている魚類や昆虫等がいます。これらの中には、地域の固有性や希少性、歴史・文

化・生活とのかかわりなどが顕著な生きものもあり、地域における取組みのシンボルともなります。 

 

    地域性に着目した指標種の例 

オオセッカ 

（岩木川下流域などのヨシ

原に生息） 

サケ 

（各河川に分布し、特

に北上川では 200km

を遡上） 

モクズガニ 

（各河川に生息し、河口・海

岸付近～淡水域を移動） 

シジミ 

（各河川の河口の汽水

域に生息） 

 

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課（2017 年）「川からはじまる川から広がる 魅力ある地域づくり – 河川を

基軸とした生態系ネットワークの形成－」を一部改変 

  広域を検討対象とする指標種(大型水鳥類等)候補 

ガン類 

（写真はマガン） 

ハクチョウ類 

（写真はオオハクチョウ） 

タンチョウ コウノトリ 
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2020 年（短期目標年）・・・生物多様性条約の第 10 回締約国会議において採択された、生物多様性の

保全と持続的な利用に関する長期目標「愛知目標」の短期目標年を参考に

設定。 

2030 年（中期目標年）・・・計画策定の概ね 10 年後及び東北圏広域地方計画の目標年を参考に設定。 

2050 年（長期目標年）・・・愛知目標の中長期目標年を参考に設定。 
  

 

 

本計画は 2050 年を到達目標年として作成しています。計画期間が長期間に渡るため、2050 年を展望

しつつ、本計画に基づく取組みの進捗・達成状況を段階的に把握するための中間目標年として 2020 年

（短期目標年）、2030 年（中期目標年）を設けます。各目標年において、目標とする地域の姿を整理し

ました。 

 

6-1 短期目標（2020 年） 

指標種が生息する水辺の保全・再生に必要な取組みの検討・整理し、先行して生態系ネットワーク形

成の取組みを行う代表流域※において生態系ネットワークの形成に向けた流域の多様な主体との連携・

協働体制の整備と、取組み機運の向上を図ります。また、指標種が生息する水辺を活かした地域振興の

取組みが検討・試行されています。 

※代表流域 

岩木川流域、北上川・鳴瀬川流域の 2地域が選定されています。（平成 30 年 3月現在） 

 

6-2 中期目標（2030 年） 

計画作成の概ね 10年後を想定しています。行動計画に基づいて、代表流域において、指標種が生息

する水辺の保全・再生に必要な取組みが実施・推進されています。また、指標種が生息する水辺を活か

したエコツーリズムや環境学習等の体験型プログラムの実施や、農水産物等のブランド化等の取組みが

始まり、担い手の連携と協働が推進され、地域振興が展開されています 

 

6-3 到達目標（2050 年） 

計画作成の概ね 30年後を想定しています。各流域において、生物の生息・生育環境が良好な状態に

保たれ、様々な自然の恵みを活かした持続的な生活や産業が実現されています。東北全域の河川を基軸

とした生態系ネットワーク形成によってもたらされる恵みにより、豊かさを実感できる地域が実現され

ています。 

 

 

目標年次の設定根拠について 

 

 

 

 

  

第 6 章 目標設定 
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・水際の生物多様性の向上 

・本川・支川等との連続性の確保 

・河川と農業用水路等との連続性の確保 

・湿地環境の創出 

・外来生物の分布拡大の抑制    等 

 

 

生態系ネットワークの形成に向けた、各流域での取組み方針を以下に整理します。 

 

 

7-1 生態系ネットワークの基盤となる水辺の保全・再生の取組み   

広域を対象とする指標種及び地域性に着目した指標種の生態系ネットワークを形成するために、河川

とそれを取り巻く地域が一体となった自然環境の保全と再生を進めます。 

 

   

 

 

 

 

 

7-2 良好な水辺を活かした流域の魅力・価値の向上 

7-1 の取組みを通じて保全・再生された生態系ネットワークを活かして、多様な主体の参加による流

域の地域振興を目指します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

第 7 章 生態系ネットワークの形成に向けた取組み 

※詳細な取組み内容については、各流域において設定する指標種の生息条件を把握・整理し、

各流域の環境の特徴を踏まえた生息地の保全・再生を計画し、実施にあたっては、生息地に

おける河川事業の調整や、人の利用の調整及び普及啓発等を通じて、生息環境に十分配慮し

行うものとします。 

基本方針 1 

基本方針 2 

流域の魅力向上を図る取組み 

・流域の自然や生きものに関する情報の収集・発信 

・多様な主体との連携による水辺の利活用を通じた流域の魅力向上 

・流域の水辺をフィールドとした体験型の観光・教育プログラム等の企画・実施、それらの

担い手の育成 

・生きものと共存する水辺を付加価値として活かした農水産物等の開発・販売 

・生態系ネットワーク形成の意義や取組み状況に関する継続的な普及啓発    等 

指標種の生息環境の保全・再生 
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本計画に基づく取組みは、流域の多様な主体との連携・協働のもとに、国直轄一級河川（全 12 水系）

の流域を主とする東北全域を対象とする生態系ネットワーク形成の視点から進めます。 

 

8-1 多様な主体との連携・協働体制の整備 

（1）協議会の設置 －多様な主体との連携・協働の場づくり－ 

東北の各河川流域における生態系ネットワーク形成に関わる取組みの現状を把握し、その結果を踏ま

えて生態系ネットワーク形成のより効果的・効率的な推進に向けた、多様な主体との連携・協働を図る

場として「東北生態系ネットワーク推進協議会」を設置します。 

また、各河川流域における具体的な取組みの検討・推進母体として、流域を単位とする「（仮称）流

域委員会」を設置し、流域の実情に応じた多様な主体との連携・協働を図ります。 

東北全域を対象とした「東北生態系ネットワーク推進協議会」と、流域を対象とした「（仮称）流域

委員会」の 2 つの組織は相互に整合を図りながら取組みの進捗把握等を行います。 

 

（2）行動計画の作成 －基本計画に基づく各流域における具体的な取組みの共有－ 

流域における具体的な取組みの推進に際して、流域を対象とする生態系ネットワーク形成に関する具

体的な取組みをまとめた「（仮称）生態系ネットワーク推進行動計画（以下、行動計画）」を作成します。

東北全域を対象とする生態系ネットワーク形成に関する基本計画（本計画）と、行動計画の内容につい

ても相互に整合を図ります。また、東北全域や流域を対象とする国等の関連計画等との整合も図ります。 

第 8 章 推進体制 

東北生態系ネットワーク推進協議会 【事務局】東北地方整備局 河川部 

【主な役割】 

 東北における、河川を基軸とした広域の生態系ネットワークの形成に資する取組みの協議 

（１）水辺環境の保全・再生の方策、その成果を活かした持続可能な地域振興の方策、東北の魅力や価値の向上 

（２）東北全域を対象とする基本計画の検討・策定及び見直し 

（３）代表流域等における取組み状況の把握、取組みの推進に関する助言、情報の提供及び発信等の支援 

■流域委員会の主な役割 

・基本計画との整合を取りつつ、代表流域を対象とする（仮称）生態系ネットワーク推進行動計画を検討･策定。 

・代表流域の検討スケール、環境特性を踏まえた指標種の追加選定。 

・代表流域における多様な主体との情報共有、連携促進。 

・行動計画に基づく具体的な取組みの推進・把握。 

※流域委員会については、当面は代表流域（岩木川流域、北上川・鳴瀬川流域）を対象に設置。地域からの要望など、
必要に応じて他の水系でも新たな流域委員会の設置を想定。 

 ○○川流域 

生態系ネットワーク検討委員会（仮称） 
 ○○川流域 

生態系ネットワーク検討委員会（仮称） 
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（3）役割分担に基づく取組み推進  

河川を基軸とした生態系ネットワークの取組みを推進していく上で、河川と流域の水辺環境とのつな

がりや、それらの水辺環境の保全や利活用に関わる多様な主体との連携・協働が欠かせません。 

ここでは取組みにおいて連携・協働が想定される流域の主な主体と、それぞれの主体との役割分担を

一例としてイメージを整理しました。 

 

1）多様な主体との連携・協働の体系イメージ 

 

 
※上記の連携・協働のイメージや役割分担は事例として示したものです。実際の役割分担等については東北生態系ネ

ットワーク推進協議会や、今後、各流域に設置予定の流域委員会における議論を経て決められるものです。 

※河川を基軸とした生態系ネットワーク形成の取組みに際しては、「流域の多様な主体が行う既存の取組み」を軸に、

各主体の専門性や経験等を活かした無理のない形（持続的な形）での連携・協働が想定されます。 
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2）連携・協働が想定される各主体に期待される役割（例） 

市民 

○ボランティア活動への参加 

○有志によるサークル活動の実践 

○自然や生きものに関する情報の発信・拡散 

市民団体（ＮＰＯ等） 

○水辺の保全・再生・創出等の環境保全に関する活動の実践 

○地域における環境教育の実践 

○身近な生きものや自然環境の調査及び情報の発信 

研究者・教育機関 

○生態系ネットワークに関する科学的な知見の蓄積・発信 

○研究の成果を踏まえた生態系ネットワークの形成の取組みへの助言 

○子ども達の自然学習・自然体験等のプログラムづくり 

報道機関 

○自社の広報媒体を通じた、多様な主体の生態系ネットワーク形成に関する取組みの情報発信 

○生態系ネットワークの普及啓発に関するキャンペーンの実施（関連イベントの企画・開催等） 

農林水産業（農家・土地改良区・農業生産法人等の農業団体） 

○環境保全型農業(農薬・化学肥料の削減等を通じた生きものとの共生)の推進 

○環境ブランド産品の生産（生きものをシンボルにした農作物・加工品等） 

○六次産業化の推進、上記の取組みを通じた担い手の育成 

○野生の生きものと共存可能な農業基盤整備事業の推進 

観光業 

○地域資源を活用した体験型の観光プログラムの開発・開催 

○修学旅行や企業研修等の団体向けの継続的なプログラムの開発・開催（エコツーリズム） 

○インバウンドに向けた自然情報等の発信（生きものや風景、催事等、季節に応じた見所情報） 

製造・加工・流通業 

○環境ブランド産品の開発・販売（新たなニーズの掘り起こし） 

○観光業の取組みと連携し、インバウンドをはじめとする新たな顧客の獲得 

金融機関 

○生態系ネットワーク形成に資する環境保全の取組みを行う事業者への低利融資等の支援 

○生態系ネットワーク形成に関連した金融商品の開発 

行政 

○河川における指標種の生息環境の整備（河道掘削の形状を工夫することによる湿地の創出等） 

○生きものや水辺環境に配慮した農法の普及（農薬や化学肥料の使用量の削減、冬期湛水水田等）、

圃場整備等における環境配慮（水田魚道の設置等） 

○既存の環境保全施策との連携（森里川海プロジェクト、自然公園の整備･利活用等）



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－参考資料－  



   

 
 



参－1 

本項では、前章までの掲載事項について、必要と思われる補足や関連情報を整理しました。 

 

｢第 3 章 東北の河川流域の現状と課題｣ について 

●河川を基軸とする生態系ネットワークの形成拠点となる主な水辺  

東北の河川流域には多くの野生の生きものの生息・生育空間となっている水辺が多く残されていま

す。それらのなかには、国際的に重要な渡り鳥の生息地としてラムサール条約湿地にも登録されてい

る仏沼や蕪栗沼、伊豆沼、化女沼、大山上池・下池など、貴重な湿地も数多く含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仏沼 

（青森県三沢市） 

伊豆沼周辺の水田 

（宮城県栗原市ほか） 

大山上池・下池 

（山形県鶴岡市） 

小友沼 

（秋田県能代市） 

八郎潟 

（秋田県大潟村） 

岩木川河口のヨシ原 

（青森県中泊町ほか） 

蕪栗沼 

（宮城県大崎市ほか） 

北上川河口のヨシ原 

（宮城県石巻市） 

化女沼 

（宮城県大崎市ほか） 



参－2 

 

 

●東北６県における湿地面積の推移  

それまで湿地だった場所を、主に水田（一部が畑地や市街地）として利用するようになったことにより、

過去 100年間で東北6県の湿地面積は1/2に減少し、湿地に生息する生きものがすみかを失いました。

残された湿地の保全が重要であると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東北の各県における湿地の面積変化 

出典：国土地理院「湖沼湿原調査」（平成 11 年）をもとに作成 

※明治・大正時代の面積は明治 19 年～大正 13 年、現在の面積は昭和 50 年～平成 9年の間に
作成された 5万分の 1 の地形図に記入された湿地記号の範囲を機械的に読み取った面積。  
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東北における湿地の分布図 
左：明治・大正期、右：1999（平成 11）年 
出典：出典：国土地理院「湖沼湿原調査」（平成 11 年）をもとに作成 



参－3 

 

 

●湿地の減少等に伴う絶滅のおそれのある生物の増加  

開発等による湿地等の自然環境の減少に伴い、生息・生育環境を失った多くの野生生物が絶滅の危

機に瀕しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  湿地の主な分類群別の種数に対する絶滅のおそれのある種数の割合 
出典：環境省（2018）環境省レッドリスト 2018 をもとに作成 

※環境省レッドリストは、国内の野生生物で絶滅のおそれのある種について取りまとめたもの。 

植物等（藻類） 

24 種

32%

52 種

68%

155 種

39%
245 種

61%

2,031 種

63%

1,169 種

37%

2,798 種

93%

202 種

7%

上記以外の評価対象種

絶滅の恐れのある種

両生類 汽水・淡水魚類 

貝類 

水辺の開発により減少したとされている絶滅危惧種の確認種数 
出典：環境省 生物多様性評価地図をもとに作成 
 
※環境省レッドリスト掲載の絶滅危惧種（絶滅危惧 I類・II 類）の分布データについて、「改訂レッ

ドリスト付属説明資料（2010 年）」に記載されている「減少要因」として「水辺の開発（湖沼開発
、河川開発、海岸開発、湿地開発）」が該当する種を抽出し、２次メッシュ毎に種数を集計。 
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 ● 過密状態にあるガン類の越冬地 

東北地方では身近でなじみの深いガン類やハクチョウ類等の大型水鳥類ですが、ねぐらとして利用

できる水面や採食場が減少したため、特にマガンは宮城県の伊豆沼や蕪栗沼等のごく限られた水辺に

多数の個体が集中する過密な状態にあります。ガン類（マガン・ヒシクイ）は、全国レベルの生態系

ネットワーク形成において、里地里山・田園地域の指標種となっており、渡りルート上の重要地域等

が検討されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国調査における都道府県別のマガンの確認個体数 

出典：環境省 平成 28 年度ガンカモ類の生息調査（平成 29 年１月調査実施） 

※マガンが確認された 17 道県のうち、個体数が上位 10 位以内の道県を抽出。 

 

164,943 
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個
体
数

（羽）

ガン類を指標種とした重要地域(河川・湿原地域、里地里山・田園地域)（案） 

出典：環境省 平成 20 年度 全国エコロジカル・ネットワーク構想検討委員会(第３回)参考資料 

※「現在ある程度の群の利用があり、保全・強化が望まれる主な渡りルート」として、日本雁を保護
する会の呉地正行氏の協力・指導のもと、ガン類渡来地目録、地形図等の各種資料をもとに作成。 
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●外来生物の分布の拡大 ―地域の在来種の生息・生育環境の縮小― 

日本では現在数多くの外来種の生息・生育が確認されており、東北地方の各地においても、アライ

グマ、ウシガエル、オオクチバスやオオキンケイギク等の特定外来生物が侵入しています。外来生物

が侵入している状態が放置されると、さらなる悪影響が懸念されるだけでなく、分布が周辺地域に拡

大する恐れがあることから、防除等の積極的な対策が求められます。 

 

 

  

特定外来生物による生態系への影響が懸念される地域の例 
左：アライグマの分布、右：オオクチバスの分布 

出典：環境省 自然環境保全基礎調査および生物多様性評価地図をもとに作成 

 
※アライグマは自然環境保全基礎調査（2010～2017 年：平成 29 年度要注意鳥獣（クマ等）生息分

布調査、2005～2006 年：第 7 回自然環境保全基礎調査（種の多様性調査））、オオクチバスは平
成 14 年度自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書 淡水魚類、国土交通省 河川水辺の国勢
調査(平成 3～17 年度) をもとに作成している。 
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｢第 7 章 生態系ネットワークの形成に向けた取組み｣ について 

 

7-1 生態系ネットワークの基盤となる水辺の保全・再生の取組み  

（1）水際の生物多様性の向上 

● 河川区域における水辺の生きものの生息・生育空間の整備  

［実施主体］河川管理者（国、自治体） 

・河道掘削の形状を工夫して浅い湿地を創出するなど、治水対策と一体で多様な生きものが生息・生

育する湿地を創出。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）本川・支川等との連続性の確保 

● 河川の上下流方向の連続性の回復  

［実施主体］河川管理者（国、自治体） 

・堰等の横断構造物の設置により落差が生じていた箇所に魚道を設置し、サケやアユ等の海と川を行

き来する回遊性の魚類の移動経路を回復。 

 

 

 

 

 

 

  

一級河川 円山川（兵庫県豊岡市）では、河川整備計画において河道掘削が予定さ
れている箇所において、掘削の形状を工夫して、魚類などの多様な生きものが生
息・生育できるよう、水深の浅い（30cm 程度）の湿地を整備。 
出典：国土交通省豊岡河川国道事務所資料 

河川区域における浅場環境の整備 

取水堰左岸に設置された魚道 
（岩木川/青森県弘前市） 

河川における魚道の設置 
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（3）河川と農業用水路等との連続性の確保 

● 河川と用排水路、水田との連続性の回復  

［実施主体］土地改良区、農業者、河川管理者（国、自治体） 等 

・河川と用排水路物の接続部や、用排水路と水田の接続部に落差が生じている箇所に魚道を設置し、

メダカ類やドジョウ、フナ類等の農地の水辺に生息する魚類等の生息環境を再生。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（4）湿地環境の創出 

● 流域における湿地の整備 

［実施主体］農業関係者、ＮＰＯ、河川管理者（国、自治体） 等 

・支川や遊水地・調節池等の直轄河川以外における湿地再生の取組みの推進 

・かつて湿地だった農地や市街地などにおける、水辺の生きものの生息・生育空間の創出により、飛

び石状に水辺を移動する水鳥や水生昆虫などのすみかを確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水田の田面と排水路の段差を解消するために水田魚道を設置し、メダカ類やドジ
ョウなどが行き来できるように改良。 
（左右ともに伊豆沼周辺/宮城県登米市） 

水田おける魚道の設置 

流域における湿地整備 

工場内の調節池を生きものの生息・生育空間（ビオトープ）として整備 

（株式会社アドバンテスト 群馬Ｒ＆Ｄセンタ/群馬県明和町） 

調節池の整備と一体で湿地を創出 
（左：金山調節池/東京都清瀬市、右：男井戸川調節池/群馬県伊勢崎市） 
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● 農地における大型水鳥等の生息環境の保全・再生 

［実施主体］農業・漁業関係者、研究者、教育機関、ＮＰＯ 等 

・多様な生きものの生息・生育環境を確保するための有機農法等の取組み事例の収集・普及。 

・農業用ため池等における在来魚類の生息環境の保全・再生。 

・冬期の水田に湛水する「ふゆみずたんぼ」の実践を通じて、土壌生物の生息環境を保全し、ハクチ

ョウ類の採食場やガン類の休息場となる空間を創出。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（5）外来生物の分布拡大の抑制・防除 

● 外来種の防除 

［実施主体］河川管理者、流域自治体、ＮＰＯ、学校 等 

・地域の在来種の生息・生育が脅かされている箇所や外来植物の種子供給源となっている箇所におけ

る外来種の防除作業。 

・指標種の保全を通じた、地域の在来種および外来種に関する認識の普及啓発 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

河川区域における外来植物の防除作業 

（三ツ又沼ビオトープ/埼玉県上尾市ほか） 

外来種防除の取組み 

在来の希少魚類等を捕食するブラック

バス等の外来種の除去作業 

（宮城県大崎市） 

農地における生きものの多様性を高める取組み事例 

ふゆみずたんぼ（宮城県大崎市） 

※冬期の水田に湛水することで、水田雑

草の成長抑制、イトミミズなどの生息

環境の維持、ハクチョウ類などの休息

場所の確保等の効果がある。 

 

農薬や化学肥料の削減（宮城県） 

※宮城県内では、人間の健康や生きもの

に配慮し、通常の農法で使用する農薬

の成分数や化学肥料の使用量を半分

以下に削減した農法「環境保全米」の

取組みが推進されている。 
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7-2 良好な水辺を活かした流域の魅力・価値の向上  

（1）流域の自然や生きものに関する情報の収集・発信 

● 流域の生きものに関する情報発信 

［実施主体］行政、ＮＰＯ、報道機関等 

・協議会の構成主体や流域の多様な主体からの情報提供のしくみづくりや、ウェブサイトやソーシャ

ルネットワークサービス、リーフレット等の広報媒体を活用した情報発信。 

・指標種の生息状況を把握する環境調査の普及および情報の収集。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）多様な主体との連携による水辺の利活用を通じた流域の魅力向上 

● 生態系ネットワークをテーマとしたイベントの開催  

［実施主体］ 東北協議会、流域委員会、行政（河川管理者、流域自治体） 等 

・東北生態系ネットワーク推進協議会や流域委員会の取組みを代表流域以外の河川事務所や流域自治

体等に発信 

・代表流域以外の河川における生態系ネットワークの形成に関する取組み情報の収集、ならびに講演

会やシンポジウム等を通じたそれらの取組みの発信。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページを活用した情報発信 

出典：千葉県野田市のウェブサイト 
 

フェイスブックを活用した情報発信 

出典：千葉県野田市の facebook 
 

岩木川流域を対象として、自然環境の現状や魅力等について紹介した講演会 
（青森県つがる市） 

生態系ネットワークをテーマとした講演会 
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（3）流域の水辺をフィールドとした体験型の観光・教育プログラム等の企画・実施、それ

らの担い手の育成 

● 生きものや自然への負荷の少ないエコツーリズムを普及するためのイベントの開催 

［実施主体］ 東北協議会、流域委員会、流域自治体、ＮＰＯ 等 

・生きものや自然との接し方（観察、散策、撮影マナー等）に関する勉強会の開催やガイドラインの

検討等。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 体験型のエコツアーの実施  

［実施主体］旅行業者、観光協会、ＮＰＯ 等 

・修学旅行や企業の社員研修を対象とした参加・体験型プログラムの企画・試行（河川や溜池の外来

生物除去作業等）。 

・上記の取組みに携わる企画・催行者の養成方法の検討・試行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数万羽のマガンの飛び立ちをテーマにしたエコツアーの開催 

蕪栗沼（宮城県大崎市）や伊豆沼（宮城県栗原市）周辺には、冬期に毎年 15 万羽
前後のガン類が越冬のために飛来する。夜明けと共に一斉にねぐらを飛び立つ壮
観な眺めは、エコツアーの人気プログラムとなっている。 

環境省との連携による、写真撮影の視点から野生生物との接し方（自然利用のマ
ナー）を学ぶセミナーの開催 
（北海道札幌市） 

野生生物の撮影マナーに関するセミナーの開催 
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● 水辺を活かした体験型の観光プログラムおよび環境教育の実施 

［実施主体］流域自治体、ＮＰＯ、農業関係者、学校、企業 等 

・良好な水辺の自然や生きものに触れ親しみ、それらの生息・生育環境の保全作業等を一体的に行う

体験型の観光プログラムの企画・実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

● モニターツアーの企画・試行  

［実施主体］旅行業者、観光協会、ＮＰＯ 等 

・旅行業者や観光協会等でツアーや催事の企画を担当する実務担当者や、外国人観光客や在留外国人

（高校・大学への留学生、外国語指導助手等）を対象としたモニターツアーの企画・試行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者側と受入側の双方のニーズを満たす体験型観光プログラムの例 

水辺の保全・再生につながる作業をエコツアーや企業の社員研修等に組み込んだ
地域貢献型の体験プログラムを実施 

企業のＣＳＲの一環で実施

した外来植物の除去作業 

水田の生きもの調査 

出典：全国農業協同組合連合会 

ウェブサイト 

モニターツアーの開催 

地元の旅行業者や観光協会の職員等の関係者を対象としたモニターツアーの実施
（左右ともに斐伊川流域/島根県出雲市） 
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（4）生きものと共存する水辺を付加価値として活かした農水産物等の開発・販売 

● 環境保全型の農水産物等の開発・販売及び普及 

 ［実施主体］農業関係者、製造・加工メーカー、小売店 等 

・農薬や化学肥料の使用量の削減等、水辺の生きものと共存する農法により生産された農作物等のブ

ランド化。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

● 生きものと共存する水辺を付加価値として活かした農水産物や加工品等の流域内外

での需要の拡大  

［実施主体］農業関係者、製造・加工メーカー、小売店、流域自治体 等 

・短期目標で検討・試行したエコツアーの実施手法の改善と、流域における定着。 

・生態系ネットワーク形成の取組みを契機とする、農業（農産品等）や観光（エコツアー等）に次ぐ

新たな分野での地域ブランド化の取組みの検討・試行。 

・農産品の環境ブランド認証制度の確立と、大都市圏や海外への販路の開拓・拡大。 

・学校・社会教育における環境教育プロクラムの継続的な実施と改善を通じた、次世代の担い手育成。 

 

 

 

 

 

 

 

  

左：ふゆみずたんぼ米（株式会社 たじり穂波公社） 
右：一ノ蔵 特別純米生酒 ふゆみずたんぼ（株式会社 一ノ蔵） 

有機無農薬や冬季湛水（ふゆみずたんぼ）により生産された米や 

その米を原料とした日本酒などの製造販売 

千葉県いすみ市では、自然と共生する農業や農産物を学ぶことを目的に、 
市内の学校給食で提供する米飯すべてを有機米ブランド「いすみっこ」としている

食育を通じた自然との共生についての環境教育の実践 
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（5）生態系ネットワーク形成の意義や取組み状況に関する継続的な普及啓発 

●他地域の生態系ネットワーク形成の取組みとの連携・協働 

［実施主体］東北協議会、流域委員会、流域自治体 等 

・生きものをシンボルに掲げた同様の取組みを進めている国内や海外の関係主体の交流機会の創出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組み状況の共有と関係主体の交流を目的としたシンポジウム等の開催 

生態系ネットワーク形成に取組む地域の事例報告と意見交換を行うフォーラムの開催 
（国土交通省主催「水辺からはじまる生態系ネットワーク全国フォーラム 2017」） 

市民への生態系系ネットワーク形成の取組みの広報を目的とした写真やパネルの展示 
（左：松江市環境フェスティバルにおける写真展示/島根県松江市） 
（右：鳥をテーマとした野外イベントにおける取組み内容のパネル展示/千葉県我孫子市） 

一般観光客向けの水鳥観光ミニリーフレットの制作及び観光案内所等への設置 
（斐伊川水系生態系ネットワークによる大型水鳥と共に生きる流域づくり検討協議会） 

東北の水辺の魅力の発信及び生態系ネットワーク形成の取組み状況の普及啓発 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北生態系ネットワーク推進基本計画 

 

平成 30 年 11 月 

東北生態系ネットワーク推進協議会 

事務局  国土交通省東北地方整備局河川部河川環境課 

〒980-8602  宮城県仙台市青葉区本町 3-3-1 

仙台合同庁舎 B棟 

電話：022-225-2171(代表) 


